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省エネ大賞について

省エネルギー型社会構築に寄与する
一般財団法人省エネルギーセンター（会長：藤 洋作）では、国内の企業・

自治体・教育機関等に対して優れた省エネ推進の事例や省エネ性に優れた
製品およびビジネスモデルを、「省エネ大賞」として表彰しています。

この表彰事業では、公開の場での審査発表会や受賞者発表会、さらには
全応募事例集や受賞製品概要集などを通じ、情報発信や広報を行うことに
より、わが国全体の省エネ意識の拡大、省エネ製品の普及などによる省エネ型
社会の構築に寄与することを目的としています。

本年度も多数の応募があり、学識経験者やエネルギーの専門家等からなる
審査委員会の厳正な審査の結果、省エネ事例部門は 22 件、製品・ビジネス
モデル部門は 25 件、合計 47 件の表彰を決定いたしました。

本冊子は、平成 30 年度省エネ大賞の製品・ビジネスモデル部門に応募され
受賞されました 25 件の概要を、受賞各社のご協力のもととりまとめたもの
です。今後の省エネ取り組みにご活用ください。

なお、省エネ事例部門の応募につきましては、「平成 30 年度省エネ大賞
（省エネ事例部門）全応募事例集」として別途とりまとめておりますので、
あわせてご参照ください。
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審査専門委員長講評

　平成 30 年度 省エネ大賞
　　　　　　　　　　　　審査専門委員会 委員長

　　　　    高村 淑彦

平成 30 年度省エネ大賞を審査して
平成 30 年度の省エネ大賞につきましては、昨年 7 月以降、“開発プロセス、

省エネルギー性、先進性・独創性、市場性・経済性”といった観点から、厳正
に審査を行って参りました。その結果、本年度は「製品・ビジネスモデル部門」
の表彰対象として 25 件を選定させていただきました。

本年度の特徴としましては、一つ目はここ数年間に引き続き、ビジネスモデル
分野の応募が増加したことです。受賞案件の中では、熱損失の調査から改善、
検証までを一貫して行うビジネスモデルや異業種の連携による省エネ推進など、
新たな発想に基づく省エネサービスの展開が見受けられました。

二つ目は新たな視点からの製品開発が見られたことです。これまでの高効率、
高性能な製品を目指すということに加え、ユーザーサイドにおける、より
効率的な使い方を支援する機能を備えた、いわばユーザーオリエンテッドな
製品が出てまいりました。

その他、未利用熱の活用や、より環境改善や省資源に寄与する省エネ型製品等、
多岐にわたる製品やビジネスモデルが見られ、今後わが国が目指すべき低炭素、
脱炭素社会への実現に向け、一層の貢献を期待いたしております。

最後になりますが、今回惜しくも受賞にいたらなかった製品等の中にも、
省エネに資する優れた製品やビジネスモデルが多数ありました。更に改良や
工夫を加え、省エネルギー型社会を牽引すべく次回もご応募いただくことを
切に期待しております。
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平 成 3 0 年 度  省 エ ネ 大 賞
製 品 ・ ビ ジ ネ ス モ デ ル 部 門  受 賞 者

経済産業大臣賞
［製品（業務）分野］
スポット・ゾーン空調システム FLEXAIR
東芝キヤリア株式会社 ...............................................................................  8

［製品（建築）分野］
ヒートポンプ式リタンエアデシカント外気処理機 
昭和鉄工株式会社 ..................................................................................  10  

［製品（ビジネスモデル）分野］
エアロジェル増し保温工法による保温材熱ロス削減
ニチアス株式会社 ...................................................................................  12  

［製品（節電）分野］
低 GWP 高効率ターボ冷凍機 ETI-Z シリーズ
三菱重工サーマルシステムズ株式会社 .........................................................  14 

資源エネルギー庁長官賞
［製品（業務）分野］
オフィス用高性能インクジェット複合機「LX シリーズ」
セイコーエプソン株式会社 ........................................................................  16  

［製品（家庭）分野］
家庭用エアコン「霧ヶ峰 FZ シリーズ」
三菱電機株式会社 ..................................................................................  18  

［製品（ビジネスモデル）分野］
新築 ZEH 普及促進に向けた太陽光 + 電気販売サービス
株式会社LIXIL TEPCO スマートパートナーズ .............................................  20  

［製品（節電）分野］
FUJITSU Server PRIMERGY 液浸冷却システム
富士通株式会社 .....................................................................................  22  

中小企業庁長官賞
下水道排熱回収ヒートライナー工法
東亜グラウト工業株式会社 .......................................................................  24  
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省エネルギーセンター会長賞
高天井用センサー付き LED ベースライト
アイキュージャパン株式会社/プロロジス ......................................................  28
高効率電源と最適放熱技術による高効率 LED 照明
アイリスオーヤマ株式会社 .........................................................................  29
新型環境調和型配電用変圧器「ULTrans（ウルトランス）」
北芝電機株式会社/東北電力株式会社 .........................................................  30
マンション内電力融通システム「T- グリッドシステム」
静岡ガス株式会社/東レ建設株式会社/
パナソニック株式会社 アプライアンス社 スマートエネルギーシステム事業部 .........  31
スマート蓄電池システム
シャープ株式会社 ...................................................................................  32
個別制御と省エネ性を両立した「マルチキューブエアコン」
ダイキン工業株式会社 .............................................................................  33
高効率高天井用 LED 照明器具
東芝ライテック株式会社 ...........................................................................  34

「ウルトラファインバブル洗浄 W」搭載 ドラム式洗濯乾燥機
東芝ライフスタイル株式会社 ......................................................................  35
高効率平ベルト駆動システム　「HFD システム」
バンドー化学株式会社/空研工業株式会社/株式会社ミツヤ送風機製作所 ............  36
冷凍冷蔵庫 HW シリーズ
日立アプライアンス株式会社 .....................................................................  37
DCC 方式によるスイング扉リーチインショーケース
福島工業株式会社 ..................................................................................  38
クローズドドレン回収装置 HX シリーズ
三浦工業株式会社 ..................................................................................  39
店舗・事務所用パッケージエアコン「Mr.SLIM スリム ZR シリーズ」
三菱電機株式会社 ..................................................................................  40
新しい照明制御システム（MILCO.NET）と高効率電源
三菱電機照明株式会社 ............................................................................  41
冷凍冷蔵平形ショーケース SR-FF　F シリーズ
三菱電機冷熱応用システム株式会社 ...........................................................  42

審査委員会特別賞
ハイブリッド個別空調システム「スマートマルチ」
パナソニック株式会社/東京ガス株式会社/ヤンマーエネルギーシステム株式会社/
アイシン精機株式会社/ダイキン工業株式会社/大阪ガス株式会社/東邦ガス株式会社
 ..........................................................................................................  43  

受賞製品等の型番 ..................................................................................  44  

（応募者五十音順）
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省エネ大賞の選考について
省エネ大賞の応募対象

国内の省エネルギーを推進している事業者及び省エネルギー性に優れた製品又はビジネスモデルを開発
した事業者（ピーク電力の抑制・ピークシフト等の節電に貢献のあった事業者を含む）が対象。事業者
とは、企業、工場・事業場、グループ及びこれらを支援する企業等とし、自治体、教育機関、医療機関
等を含む。

応募部門と審査評価項目
応募部門は「省エネ事例部門」と「製品・ビジネスモデル部門」の 2 部門からなり、その内容と審査
評価項目は下記の通り。

● 製品・ビジネスモデル部門
国内において購入可能な優れた省エネルギー性を有する製品（要素製品及び資材・部品等を含む）、お
よび省エネルギー波及効果の高いビジネスモデル等が対象。また、省エネルギー性には節電も含む。

評価項目
①先進性・独創性　　②省エネルギー性
③汎用性・波及性　　④改善持続性

評価項目
①開発プロセス　　　　　　②先進性・独創性　③省エネルギー性
④省資源性・リサイクル性　⑤市場性・経済性　⑥環境保全性・安全性

4月～6月 8月 1月9月～10月 10月～11月

東京・名古屋・大阪
の3地区で開催

平成30年度 〔応募期間〕
4月12日（木）～6月20日（水）

〔地区発表大会〕
西日本地区：9月27日（木）
中日本地区：9月28日（金）
東日本地区：10月2日（火）、3日（水）

〔表彰式〕
平成31年1月30日（水）

審査運営委員会

事前選考委員会 審査専門委員会

委員長 ： 松野 建一
（日本工業大学 工業技術博物館館長・理事）

委員長 ： 高村 淑彦
（東京電機大学名誉教授）

応募受付 事前選考
書類審査

表彰式地区発表大会
発表審査

現地確認審査

● 省エネ事例部門
事業者や事業場において取り組んだ省エネ活動が対象。省エネ活動には負荷平準化など節電取り組み等
を含む。

評価項目
①先進性・独創性　　②省エネルギー性
③汎用性・波及性　　④改善持続性

評価項目
①開発プロセス　　　　　　②先進性・独創性　③省エネルギー性
④省資源性・リサイクル性　⑤市場性・経済性　⑥環境保全性・安全性

4月～6月 8月 1月9月～10月 10月～11月

東京・名古屋・大阪
の3地区で開催

平成30年度 〔応募期間〕
4月12日（木）～6月20日（水）

〔地区発表大会〕
西日本地区：9月27日（木）
中日本地区：9月28日（金）
東日本地区：10月2日（火）、3日（水）

〔表彰式〕
平成31年1月30日（水）

審査運営委員会

事前選考委員会 審査専門委員会

委員長 ： 松野 建一
（日本工業大学 工業技術博物館館長・理事）

委員長 ： 高村 淑彦
（東京電機大学名誉教授）

応募受付 事前選考
書類審査

表彰式地区発表大会
発表審査

現地確認審査

募集から表彰までの流れ
4 月から約 2 か月の応募受付期間を経て、書類審査、発表審査、現地確認審査を行い、12 月の最終
委員会にて受賞候補を選定し、1 月に最終決定いたします。また、表彰式と受賞発表会は 2 月の省
エネ月間に先駆けて 1 月末に執り行います。

評価項目
①先進性・独創性　　②省エネルギー性
③汎用性・波及性　　④改善持続性

評価項目
①開発プロセス　　　　　　②先進性・独創性　③省エネルギー性
④省資源性・リサイクル性　⑤市場性・経済性　⑥環境保全性・安全性

4月～6月 8月 1月9月～10月 10月～11月

東京・名古屋・大阪
の3地区で開催

平成30年度 〔応募期間〕
4月12日（木）～6月20日（水）

〔地区発表大会〕
西日本地区：9月27日（木）
中日本地区：9月28日（金）
東日本地区：10月2日（火）、3日（水）

〔表彰式〕
平成31年1月30日（水）

審査運営委員会

事前選考委員会 審査専門委員会

委員長 ： 松野 建一
（日本工業大学 工業技術博物館館長・理事）

委員長 ： 高村 淑彦
（東京電機大学名誉教授）

応募受付 事前選考
書類審査

表彰式地区発表大会
発表審査

現地確認審査

審査体制
当センター内に省エネルギー専門家や学識経験者等からなる審査委員会を設置し、厳正に審査を重ね
受賞者を選考。

評価項目
①先進性・独創性　　②省エネルギー性
③汎用性・波及性　　④改善持続性

評価項目
①開発プロセス　　　　　　②先進性・独創性　③省エネルギー性
④省資源性・リサイクル性　⑤市場性・経済性　⑥環境保全性・安全性

4月～6月 8月 1月9月～10月 10月～11月

東京・名古屋・大阪
の3地区で開催

平成30年度 〔応募期間〕
4月12日（木）～6月20日（水）

〔地区発表大会〕
西日本地区：9月27日（木）
中日本地区：9月28日（金）
東日本地区：10月2日（火）、3日（水）

〔表彰式〕
平成31年1月30日（水）

審査運営委員会

事前選考委員会 審査専門委員会

委員長 ： 松野 建一
（日本工業大学 工業技術博物館館長・理事）

委員長 ： 高村 淑彦
（東京電機大学名誉教授）

応募受付 事前選考
書類審査

表彰式地区発表大会
発表審査

現地確認審査

平 成 3 0 年 度 省 エ ネ 大 賞  受 賞 概 要 集6



P8

製品（業務）分野

スポット・ゾーン
空調システム
FLEXAIR

東芝キヤリア株式会社

P10

製品（建築）分野

ヒートポンプ式
リタンエアデシカント

外気処理機

昭和鉄工株式会社

P12

製品（ビジネスモデル）分野

エアロジェル増し
保温工法による
保温材熱ロス削減

ニチアス株式会社

P14

製品（節電）分野

低GWP
高効率ターボ冷凍機
ETI-Zシリーズ

三菱重工サーマルシステムズ株式会社

経済産業大臣賞

資源エネルギー庁長官賞

中小企業庁長官賞

P16

製品（業務）分野

オフィス用高性能
インクジェット複合機
「LXシリーズ」

セイコーエプソン株式会社

P18

製品（家庭）分野

家庭用エアコン
「霧ヶ峰 FZシリーズ」

三菱電機株式会社

P20

製品（ビジネスモデル）分野

新築 ZEH
普及促進に向けた

太陽光+電気販売サービス

株式会社 LIXIL TEPCO 
スマートパートナーズ

P22

製品（節電）分野

FUJITSU 
Server PRIMERGY
液浸冷却システム

富士通株式会社

P24
下水道排熱回収
ヒートライナー工法

東亜グラウト工業株式会社

平成 30年度 省エネ大賞

経済産業大臣賞
資源エネルギー庁長官賞

中小企業庁長官賞
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製品（業務）分野経済産業大臣賞

東芝キヤリア株式会社
神奈川県川崎市幸区堀川町72番地34

044-331-7414

スポット・ゾーン空調システム FLEXAIR
【製品】■RPA-AP281UHY（他全8機種）

平成 30 年度省エネ大賞 受賞概要集8



受賞概要
倉庫・展示場・工場に代表される大空間における空調には、省エネ性能とともに設置上の制約や環境改善効果等か

らの課題があり、これらに対応した高効率な製品が求められていた。このため同社では“優れた省エネ性能を持ちな
がら必要ゾーン毎に高速気流制御により適切な空調環境が作れ”また“設置場所の柱や壁面を効果的に活用でき”かつ
“ダクト等のない設置箇所変更にフレキシブルに対応ができる”という製品の開発に取組み、スポットゾーン空調システム
「FLEXAIR」として完成させた。作業現場等で多く用いられている床置直吹タイプと比べると、例えば、60m×40m
空間における必要冷房能力300KW 程度の場合、通年エネルギー消費効率（APF）は 4.86となり、期間消費電力量は
26％の省エネルギーとなる製品である。
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経済産業大臣賞

昭和鉄工株式会社 開発営業部
東京都大田区蒲田五丁目44-5

03-3730-1171

ヒートポンプ式リタンエアデシカント外気処理機
【製品】■HCDR-4000G　他全５機種

製品（建築）分野

平成 30 年度省エネ大賞 受賞概要集10



受賞概要
本製品は、顕熱潜熱分離空調システムにおける高効率のデシカント外気処理機である。主たる特徴は、①低温再生

（50℃）が可能な高分子収着剤のデシカントロータと全熱交換ロータを組合せた 3 層構造流路設計、②室内還気を
デシカントロータで除湿後、その空気と外気を全熱交換するシステム、③ヒートポンプ熱源を搭載し、コジェネ等の排熱
のない一般ビルにおいてもデシカント外気処理が可能、④外部熱源設備、冷温水配管工事が不要となり設備工事費を
冷却再加熱方式と比べ30%以上削減可能、⑤従来型デシカント方式に比べ設置面積を約 60%低減、といった点にあり、
「リタンエア除湿方式」として特許も取得。省エネ性能は、業界トップクラスの冷房時 COP５～６、暖房時６～７であり、
冷却再加熱方式と比べ60％以上の省エネを可能としている。
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経済産業大臣賞

ニチアス株式会社 基幹産業事業本部 工事事業部 エアロジェル技術サービス室
東京都中央区八丁堀一丁目6番1号

03-4326-8160

エアロジェル増し保温工法による保温材熱ロス削減
【ビジネスモデル】

ビジネスモデル分野
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受賞概要
本応募は、熱ロスの多い熱輸送系統において、発生サイドから使用サイドまでの熱ロス箇所の特定から、熱ロスの調査、

改善方法の提案と実施、検証までを行うビジネスモデルである。用いる保温材（パイロジェルＸＴ）は、二酸化珪素を
ゾルゲル法（※）で生成した物質をガラス繊維に含浸した製品でけい酸カルシウム等従来製品の1/2 以下の熱伝達率で
あり、また外部からの水分に関しては優れた撥水特性を示すとともに、蒸気透過性を有する材料となっている。この特性
により工事にあたっては、既設保温材の上から巻きつけることにより含水した既設保温材の機能回復が図れるという特長
も有している。この結果、従来の保温材更新に比べ、大幅な施工コスト削減と廃棄物減量化を可能としている製品である。
具体的効果例としては、化学工場における蒸気配管で60％の熱ロスを削減、鉄鋼会社の送風配管保温対策では、85％
熱ロス削減の省エネルギーを達成している。 （※）高温高圧超臨界乾燥
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経済産業大臣賞

三菱重工サーマルシステムズ株式会社
東京都港区港南二丁目１６番５号

03-6716-4880

低 GWP 高効率ターボ冷凍機 ETI-Z シリーズ
【製品】■ETI-Z20

節電分野
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受賞概要
国内メーカで初めてGWP（※）＝1の新冷媒 HFO-1233zd（E）を適用した、高効率かつ省スペースのターボ冷凍

機である。新冷媒のHFO-1233zd（E）は、従来のHFC 冷媒と比較し、ガス比体積が約5倍となるため、従来設計
では機器寸法や効率面で問題が想定された。本製品は、CFD解析を用いた空力流路全体の最適化による圧縮機の小型
化、圧縮機と電動機の直結化による信頼性向上と小型化・低損失化、定格点熱流束を大きくすることによる蒸発器・凝縮
器の小型化等、各設計をゼロからやり直し、HFC 冷媒を用いた従来機とほぼ同等の設置面積を実現するとともに、定格
COP6.3（従来比 3.0%向上）、IPLV9.1（従来機比1.1%向上）を達成した。
（※）Global Warming Potential：地球温暖化係数
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資源エネルギー庁長官賞

セイコーエプソン株式会社
長野県諏訪市大和三丁目3番5号

0266-52-3131

オフィス用高性能インクジェット複合機
「LX シリーズ」
【製品】■WorkForce Enterprise LX-10000F/LX-7000Fシリーズ

製品（業務）分野
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受賞概要
本製品は、プリンターメーカである同社がこれまで培ったインクジェット技術を進化させ、レーザー方式と比較して

高速印刷性能や品質面で課題のあった点を克服し、省エネ性能の高い製品を完成させたオフィス向け高性能複合機で
ある。本製品の開発に当たって同社は、高速 / 高品位印刷を可能とするラインヘッド及び高速ヘッドメンテナンス機構
の開発、静電吸着ベルト紙搬送の開発等に取り組み、商品化を行った。これらの独自開発技術により、国際エネルギー
スタープログラムの適合基準の1/28となるTEC値 1.2kWh を達成することで、100ppm において既存のレーザー
方式平均に対し約1/8 の1枚当たりの電力量を実現、同時に消耗品や定期交換部品の交換頻度を約1/2に低減、低い
印刷コストなどを実現した。 
※数値は最上位機種 LX-10000F の場合
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資源エネルギー庁長官賞

三菱電機株式会社
静岡県静岡市駿河区小鹿3丁目18番 1号
0120-139-365／ 0570-077-365

家庭用エアコン「霧ヶ峰 FZ シリーズ」
【製品】■MSZ-FZ6319S

製品（家庭）分野
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受賞概要
本製品は、冷房、除湿、送風を空調負荷にあわせ自動で切り替えることのできる、業界初「おまかせA.I. 自動」を

搭載した高効率家庭用エアコンである。開発に際しては、住宅熱負荷を予測し運転するというこれまでのムーブアイAI
制御を更に進化させ「冷房」「除湿」「送風」を自動で切り替える「おまかせAI 自動」機能の他、プロペラファンの独立
制御や静翼設計、低損失電動機設計等、機器効率化のための要素技術開発を行った。本製品は単体機器の効率化ととも
にエアコンの使い方まで踏み込んだ省エネを可能とした製品であり、4.0kW から９.0kW 機までの全機種で業界トップ
クラスのAPF（5.6～7.9）を達成している。
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資源エネルギー庁長官賞

株式会社 LIXIL TEPCO スマートパートナーズ
東京都江東区亀戸6丁目57番 20号 FUJISAKI KAMEIDO東口ビル8階

0120-228-267

新築ZEH普及促進に向けた太陽光＋電気販売サービス
【ビジネスモデル】

ビジネスモデル分野
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受賞概要
国内において新築戸建て住宅の8.3％に留まっているZEH 住宅の普及を促進するためのビジネスモデルである。ZEH

住宅の購入における最大の課題であるイニシャルコストを抑制し、一般住宅を購入する場合とほぼ同等の負担で ZEH
住宅を購入できる国内初のスキーム「建て得バリュー」を考案した。このスキームは、同社が太陽光の余剰売電収入を
10 年間得る代わりに、顧客の太陽光発電システムの割賦支払い負担をゼロにする、導入した ZEH 建材の数に応じて
電気料金が割安になるといった点が特徴である。本ビジネスモデルは、屋根に搭載可能な最大容量の太陽光を設置し、
かつHEMSを標準搭載としており、ZEH 建材の採用による効果と合わせた1戸あたりの一次エネルギー削減量は平均
150%を達成している。
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資源エネルギー庁長官賞

富士通株式会社
東京都港区東新橋1-5-2 汐留シティセンター

0120-933-200

FUJITSU Server PRIMERGY
液浸冷却システム
【製品】■液浸槽 LD-BT01001 他 全 4機種／CDU LD-CD0120他 全 4機種／ ICT機器 CX2550M4他 全 8機種

節電分野
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受賞概要
近年の IoT化の推進によりデータセンタにおけるエネルギー消費量増大が社会的問題となっているが、本製品は

データセンタ等で使用されているサーバ等を丸ごと液体に浸漬することにより、ICT 機器だけではなくデータセンタ
全体の省電力を達成することができる先進的な省エネルギーシステムである。本システムは、液浸槽設備、CDU（※）、
建屋冷却設備、で構成され、液浸冷媒として絶縁性と冷却性を有したフッ素系冷媒の選定と強制循環単相液浸システ
ムの構築や完全密封方式、液位自動調整制御機構等が特徴的な技術である。本製品は、空冷式データセンタと比べ
ICT 機器とデータセンタ建屋設備のトータルで約 40％の省電力が可能となった。
（※）Coolant Distribution Unit

平成 30 年度省エネ大賞 受賞概要集 23



中小企業庁長官賞

東亜グラウト工業株式会社
東京都新宿区四谷2-10-3

03-3355-1531

下水道排熱回収ヒートライナー工法
【製品】■管路内設置型熱交換装置（熱回収システム）
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受賞概要
本技術は下水排熱から熱を効率的に回収し、空調、給湯、ロードヒーテイング等に利用する排熱回収工法である。

下水は年間を通し比較的温度が安定しており効率的な熱回収により、地域の省エネルギーに貢献できる。本技術は、
①採熱のみの内側１層工法と管路補強も行う２層工法があり、管路の老朽度により選択が可能、②１層型では１スパン
１日と短時間で可能な工事、③小口径対応も可能な工法、④採熱のための土木工事、配管工事等が容易、といった特徴
を有している。新潟県の保育園での空調熱源利用ではCOP4～5と、空気式熱源空調に比べる２倍近い効率を達成でき、
空調用だけでなく融雪用などにも適用が期待される。

（場所：北海道）
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